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暖
冬
で
積
雪
の
な
い
穏
や
か
な
冬
を
過
ご
し
、
会
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
か
ら
令
和
と
な
っ
た
昨
年
は
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
会

津
地
方
に
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
の
被
災
地
の
報
道
か
ら
、
不
測
の
事
態
に
対

応
し
た
備
え
が
必
要
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
、
十
二
支
の
子
年
で
あ
り
、
物
事
の
始
ま
り
と
か
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
「
増
え
る
」
と
い

う
意
味
も
あ
り
、
繁
栄
の
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
時
代
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
み
な
さ
ん
も
様
々
な
夢
や
期
待
、
不
安

を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

一
般
に
六
十
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と
呼
び
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
六
十
歳
か
ら
加
入
で

き
ま
す
。
会
津
美
里
町
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
四
十
六
％
で
す
。
凡
そ
２
人
に
一
人
は
六
十
歳
以

上
で
す
。
そ
の
う
ち
シ
ル
バ
ー
に
加
入
し
て
い
る
人
は
わ
ず
か
二
・
四
％
で
す
。 

サ
ー
ビ
ス
業
や
介
護
事
業
な
ど
で
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
そ
れ
は
そ
れ
で
必
要
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
元
気
な
高
齢
者
が
い

る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
が
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
は
、
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
で
す
。
会
員
自
ら
の
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
な
が
ら
仲
良
く
就
業
す
る
組
織
で
す
。
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
は
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
で
、
働
く
こ
と
が
自
分
の
た
め
で

あ
り
、
地
域
の
た
め
に
も
な
る
、
と
い
う
健
康
的
か
つ
社
会
的
参
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
に
声
掛
け
し
、
新

た
な
会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
を
肝
に
命
じ
、
全
員
で
「
安
全
で
健
康
に
働
け

る
組
織
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理
事
長 

長
谷
川 

健
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

公 
 
 
 
 
 

示 

 
 

理
事
・
監
事
立
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て 

現
理
事
・
監
事
が
、
令
和
二
年
度
定
時
総
会
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
左
記
に
よ
り
理
事
・
監
事
立
候
補
者
を

選
任
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

記 

一
、 

理
事
の
人
数 

 

十
名 

高
田
五
名
、
本
郷
二
名
、
新
鶴
二
名
、 

全
地
区
一
名
と
す
る
。 

二
、 

監
事
の
人
数 

 

二
名
（
全
地
区
） 

三
、 

立
候
補
受
付
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
二
年
四
月
六
日
（
月
） 

か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
十
三
日
（
月
）
ま
で 

 
 
 
 
 

＊
土
・
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら 

午
後
四
時
ま
で 

四
、 

立
候
補
は
、
事
務
局
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
よ
り
届
け

出
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

五
、 

立
候
補
者
数
が
定
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
地
区
ご
と

に
総
会
に
お
い
て
選
挙
を
行
う
。 

六
、 

立
候
補
者
数
が
定
数
以
内
の
場
合
は
、
こ
れ
を
選
考
委

員
会
で
候
補
者
と
し
て
総
会
に
推
薦
す
る
。 

七
、 

立
候
補
者
が
な
か
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
定
数
に
達
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
選
考
委
員
会
で
候
補
者
を
補
充
選

考
し
、
総
会
に
推
薦
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日 

公
益
社
団
法
人
会
津
美
里
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

  

  

会
報
第
十
二
号
発
行
に
寄
せ
て 
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「
交
通
安
全
教
室
」（
歩
行
編
） 

を
開
催
し
ま
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
齢
者
の
重
大
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
た
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
向
け
に

「
交
通
安
全
教
室
（
歩
行
編
）
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
女

性
部
ミ
セ
ス
倶
楽
部
と
の
合
同
実
施
と
な
っ
て
お
り
、
秋
に
は
運
転
編

も
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

誰
で
も
年
齢
を
重
ね
れ
ば
、
肉
体
的
に
衰
え
て
く
る
の
は
当
た
り
前

な
こ
と
で
す
。
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
か
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
交
通

安
全
・
無
事
故
無
違
反
は
ご
自
分
だ
け
で
な
く
ご
家
族
に
と
っ
て
も
人

生
を
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。 

期
日 

令
和
二
年
六
月
十
六
日
（
火
） 

 
 

 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら 

 
 

 

正
午
ま
で 

場
所 

あ
や
め
荘
大
広
間
（
予
定
） 

実
施
機
関 

会
津
若
松
警
察
署 

 

会
津
美
里
分
庁
舎 

平
穏
な
生
活
が
あ
っ
て
こ
そ
の 

生
き
が
い
就
労
や
地
域
貢
献
だ
と 

思
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加 

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

＊
シ
ル
バ
ー
会
員
の
心
得
＊ 

一
、 

会
員
は
、「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を
基
本
と
し
て
、
就

業
途
上
、
就
業
中
の
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

二
、 

会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
構
成
員
と
し
て
事
務
局
に
協
力
し
て
、

仕
事
の
開
拓
・
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

三
、 

会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
に
つ
い
て
、
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
理
解
し
た
う
え
で
引
き
受
け
る
と
と
も
に
、

引
き
受
け
た
仕
事
は
、
責
任
を
も
っ
て
誠
実
に
履
行
し
て
く
だ

さ
い
。 

四
、 

会
員
は
、
発
注
者
か
ら
直
接
仕
事
の
契
約
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
発
注
者
か
ら
契
約
外
の
仕
事
を
要
求
さ
れ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

五
、 

会
員
は
、
常
に
自
己
の
健
康
管
理
に
心
掛
け
、
無
理
な
健
康
状

態
で
就
業
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

六
、 
会
員
は
、
仕
事
上
で
知
り
得
た
こ
と
に
つ
い
て
他
に
絶
対
に
も

ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

七
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
趣
旨
・
目
的
を
自
覚
し
、
働

く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.sozai-library.com%2Fsozai%2F8193&psig=AOvVaw1YbqlG7NAkIO0FSFWZSslG&ust=1582086691094000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNif2r6i2ucCFQAAAAAdAAAAABAK
https://www.sozai-library.com/sozai/13453
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① 

今
年
の
抱
負 

②
健
康
法 

③
趣 

 

味 
 

④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
感
じ
た
こ
と 

⑤
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と 

 

子
年
生
ま
れ
の
会
員
さ
ん
に
下
記
項
目
に
つ
い
て

お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。 

 

① 

健
康
で
明
る
い
年
に
し
た
い
。 

② 

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
ス
ク
ワ
ッ
ト 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

③ 

旅
行 

④ 

色
々
な
仕
事
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。 

⑤ 

旅
行 

五
十
嵐 
常
雄 

石 

井 

幸 

雄 

① 

依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
期
日
を
守
り
丁
寧
に
行
う
。

読
書
を
し
、
ボ
ケ
防
止
に
努
め
る
。（
年
間
八
十

冊
目
標
） 

② 

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
支
援
士
と
し
て
、
自
ら
率

先
し
て
日
々
運
動
に
励
ん
で
い
く
。 

③ 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン 

④ 

入
会
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
は
健
康
で
働
く
こ
と

に
意
欲
的
な
方
が
多
い
。
町
に
元
気
を
与
え
る
活

動
に
つ
な
が
る
と
い
い
な
と
思
う
。 

⑤ 

町
の
子
供
た
ち
の
支
援
に
つ
な
が
る
活
動
（
人
生

経
験
や
特
技
を
通
じ
た
子
育
て
支
援
） 

  

星 
 

 

治 

鈴
木 

八
重
子 

① 

健
康
に
注
意
し
、
頂
い
た
仕
事
を
発
注
者
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
笑
顔
で
頑
張
り
た
い
で
す
。 

② 

散
歩
（
朝
の
散
歩
は
と
っ
て
も
気
持
ち
が
い
い
で

す
） 

③ 

園
芸
（
大
好
き
な
花
壇
で
一
日
過
ご
す
こ
と
も
）、

あ
と
は
読
書 

④ 

入
会
当
初
は
、
出
来
る
か
な
、
人
間
関
係
は
ど
う

か
な
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
に
教
え

て
頂
き
、
仲
間
や
友
達
も
た
く
さ
ん
出
来
て
楽
し

く
働
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
単
独
就
業
が
多
い
の

で
、
会
員
の
方
た
ち
と
仕
事
が
出
来
る
と
き
が
一

層
楽
し
い
で
す
。 

佐 

瀬 

進 

一 

① 

徳
を
積
ん
で
い
く
の
も
い
い
か
な
と
、
そ
し
て
人

と
の
交
流
を
多
く
し
、
人
生
自
然
に
歩
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

② 

古
希
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
体
の
現
状
維

持
の
為
、
週
に
三
～
四
回
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
な
る
と
精
神
の
活
力
が

衰
え
が
ち
に
な
る
の
で(

気)

を
保
つ
よ
う
に
ジ
ム

に
打
ち
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

③ 

庭
の
手
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
（
ゴ
ル
フ
・
ジ
ム
）、
読

書
（
時
間
が
あ
れ
ば
図
書
館
に
行
く
事
が
多
い
で

す
）、
将
棋
、
旅
行
。 

④ 

松
の
剪
定
の
実
枝
講
習
を
受
け
て
、
今
は
自
宅
の

庭
の
剪
定
と
雪
吊
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
有
難

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の
御
指
導
に
も

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

⑤ 

会
津
の
神
社
・
寺
院
の
歴
史
を
再
勉
強
し
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
巡
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

① 

布
団
の
中
で
碌
本
を
読
み
ワ
ハ
ハ
と
笑
っ
て
ぐ

う
た
ら
し
な
が
ら
過
ご
す
の
が
至
福
の
時
で

す
。 

② 

ぐ
う
た
ら
し
て
い
ま
す
と
妻
が
ボ
ケ
ま
す
と
心

配
し
ま
す
。
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
ま
す
と
足
腰
が
先

に
ボ
ケ
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
か
ん
と
少
し
で
も

清
く
正
し
く
美
し
く
人
生
を
過
ご
さ
ん
と
、
又
、

丈
夫
に
な
り
た
く
シ
ル
バ
ー
に
入
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

③ 

退
屈
ま
ぎ
れ
に
油
絵
を
画
い
て
い
ま
す
。
三
月

よ
り
五
月
ま
で
東
邦
銀
行
高
田
支
店
に
て
展
示

さ
れ
ま
す
。
行
か
れ
た
際
は
是
非
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。 

④ 

人
見
知
り
で
す
。
人
前
は
苦
手
で
す
。
シ
ル
バ
ー

の
方
と
接
し
ま
す
と
、
皆
様
良
い
方
達
で
す
の

で
、
真
面
目
に
接
し
て
い
ま
す
。 

⑤ 

シ
ル
バ
ー
で
は
仕
事
に
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で

真
っ
当
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
尚
一
層
ぐ
う
た
ら
に
精
進
し
ま
す
。 

 ⑤ 

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
宣
伝
し
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。 

 

＊

年

男

年

女

の

皆

さ

ん

＊ 

五
十
嵐
常
雄 

石
井 

幸
雄 

板
橋 

保
意 

梅
津 

力
男 

大
竹 

貞
男 

古
宮
小
夜
子 

斎
藤
や
よ
い 

佐
瀬 

進
一 

佐
藤 

絹
枝 

白
井 

和
明 

白
井 

豊
喜 

鈴
木 

 

修 

鈴
木
八
重
子 

高
橋 

光
正 

田
多
羅 

進 

仲
島 

博
明 

長
原 

政
子 

長
嶺
久
美
子 

長
谷
川
丈
一 

平
井 

義
雄 

星 
 

 

治 

星 

キ
ヨ
子 

星 
 

 

澄 

松
尾 

恒
子 

山
崎 

政
好 

弓
田 

可
子 

（
敬
称
略
） 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.irasutoya.com%2F2012%2F04%2Fblog-post_28.html&psig=AOvVaw24JcYQp0P3CHbuSVAxdpCo&ust=1582177110226000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLC9y5_z3OcCFQAAAAAdAAAAABAJ
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＊｢ミセス倶楽部｣は会員さんが主導する
自主的な組織です。 

＊準備等のため参加するには事前にお申
し込みが必要です。 

＊内容によっては実費参加費がかかりま
す。 

＊内容が変更になる場合もあります。 

 

 

女性部名称は に決定しました！！ 

《 活動日：原則第 3火曜日 10：30～12：00 於：あやめ荘 2階会議室 》 
今後の“ミセス倶楽部”実施予定 

4月 21日（火） 鶴ヶ城でお花見、歴史散策 

5月 19日（火） リハビリ体操 

6月 16日（火） 

あやめ荘大広間 

交通安全教室（歩行編） 

男性会員さんも是非ご参加を！ 

*秋は運転編を実施予定です 

7月 21日（火） 笑いヨガ、小物づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
入
会
員
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！ 

（ 

敬
称
略 

） 

新 

入 

会 

員 

紹 

介 

（
令
和
元
年
九
月
～
令
和
二
年
三
月
） 

佐

藤

 

絹

枝

（

本

郷

） 

上

野

 
 

謹

（

高

田

） 

古

宮

 

綾

子

（

新

鶴

） 

佐

藤

 

弘

吉

（

高

田

） 

広

岡

 

俊

夫

（

高

田

） 

猪

股

 

忠

静

（

高

田

） 

根

本

 

誠

一

（

本

郷

） 

大

竹

喜

久

男

（

高

田

） 
一

ノ

瀬

良

男

（

本

郷

） 

 

編 

集 

後 

記 

 

今
年
は
例
年
に
な
く
暖
冬
で
あ
り
雪
も
少

な
く
過
ご
し
や
す
い
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
は
第
十
二
号
を
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。 今

後
も
会
員
の
皆
様
方
の
御
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
内
容
の
濃
い
会
報
に
仕
上
げ
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

朝
夕
の
冷
え
込
み
も
ま
だ
き
び
し
い
で
す

が
、
今
年
も
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

普
及
啓
発
委
員
長 

 
 

 

上
野 

寅
蔵

副

委

員

長 
 
 
 
 
 

馬
場
二
三
子

委

員 
 

 
 
 

浅
川 

直
宣 

 
 

委

員 
 

 
 
 

長
嶺 

正
義 

 
 

委

員 
 

 
 
 

大
竹 

千
代

担 
 

 
 

 

当 
 

 
 
 

猪
巻 

う
た 

 

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
で
は
、
シ
ル
バ

ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
力
を
社

会
貢
献
、
生
き
が
い
就
労
に
活
か
し
ま
し
ょ

う
！
事
務
局
で
は
仕
事
を
受
注
し
て
も
、
受
け

て
く
だ
さ
る
会
員
さ
ん
が
不
足
し
て
お
り
発
注

者
の
ご
希
望
に
添
え
な
い
状
況
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
庭
木
剪
定
や
果
樹
剪
定
・
摘
果
、

農
作
業
、
清
掃
が
で
き
る
方
大
歓
迎
で
す
。  

 

是
非
、
ご
友
人
や
ご
家
族
等
、
元
気
で 

働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

会員の皆様のご参加をお待ちしております！！ 

発行所  公益社団法人 会津美里町シルバー人材センター 

〒969-6215 福島県大沼郡会津美里町下堀字中川 360番地 4   
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 携帯電話のカメラで読み取ると

ホームページを見ることができ

ます。 

シ
ル
バ
ー
掲
示
板

を 
 

設
置
し
ま
し
た
！ 

 
 

シルバー事務局前に掲示板
を設置しましたので、いらした
際は是非ご覧ください。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.sozailab.jp%2Fsozai%2Fdigest%2Fkw_%25E6%258E%25B2%25E7%25A4%25BA%25E6%259D%25BF%2F&psig=AOvVaw1W8g2TYoXzVmUPhtDrgZb3&ust=1582166370579000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIDk7ZrL3OcCFQAAAAAdAAAAABAE

